
重要8分野の工程表 

※主に自動車メーカ、サプライヤ等のニーズ及び車両側の技術から検討した工程表であり、制度・インフラ側からの検討は別途必要。 
※検討会は、取組の進捗状況について定期的に点検し、海外動向や技術の進展、産業構造の転換等状況の変化に応じて柔軟
に取組の見直しや新たな対応を検討・実行する。 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①
用
途 

②
仕
様 

③
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル 

ビジネスモデルの明確化 
(事業の担い手等) 

用途 
の明確化 

基盤地図 
の仕様 
の明確化 

測量 

基盤地図の整備(高速道
路は完了) 

地図システム(更新含
む)の整備 

 
国際標準化 
 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

1 

① 用途（自動走行が可能であることの確認 等）に関する認識の共有 
② 仕様（必要な先読み情報の内容、構造、精度、国際協調 等）に関する認識の共有 
③ ビジネスモデル（事業の担い手、基盤地図の整備、更新（頻度、方法（プローブ情報の活用等））、実証走行、国際競争力、

スケジュール 等）の確立 

Ⅰ．地図 

地図システムを活用した 
実証試験 

地図整備エリアの段階的拡大 

※データプラットフォームとしての可能性も念頭に、
更なる発展(地図情報の段階的拡大等)に
留意する。 

早
け
れ
ば
２
０
１
８
年
頃
か
ら 

高
速
道
路
上
で
の
自
動
走
行(
レ
ベ
ル
２) 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①
用
途 

②
仕
様 

③
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル 

2020年前に必
要な用途の摺り
合わせ 

ビジネスモデルの検討 

2 

Ⅱ．通信 

2020年前に必
要な仕様の明確
化 

通信を活用した実証試験 

① 用途に関する認識の共有 
② 仕様（取得したい先読み情報の内容、セキュリティ、通信方式、通信機器）に関する認識の共有 
③ ビジネスモデル（事業の担い手、実証走行、国際協調、スケジュール）の確立 

2020年より先
に必要な用途
の摺り合わせ 

2020年より先
に必要な仕様
の明確化 

ビジネスモデルの具体化 

早
け
れ
ば
２
０
１
８
年
頃
か
ら 

高
速
道
路
上
で
の
自
動
走
行(
レ
ベ
ル
２) 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①
国
民
理
解 

の
促
進 

②
中
立
的
な
情

報
の
整
備 

③
関
心
事
項 

の
検
討 

3 

国民向け
の分かりや
すいメッセー
ジの発信 

自動走行の効用に関する中立的な情報の整備 
・事故低減効果 
・省エネ、CO2排出削減効果 

Ⅲ．社会受容性 

 
発信の継続 
 

① 自動走行の効用、機能や限界等に関する国民理解の促進 
② 自動走行の効用に関する中立的な情報の整備 
③ 国民の関心事項（事故時の責任の在り方や倫理的な問題等）に関する検討 

官民ITS
構想・ロー
ドマップへの
反映 

※警察庁において制度的課題等を引き続き検討予定 

 
 

 
 

製造物責任等に関する相
場観の検討 

倫理的問題の扱い方の検
討 

実証 
試験 

 
 
 
 

自動走行車両の機能や限
界等に関するドライバーの
理解促進に向けた具体的
な取組の検討 

早
け
れ
ば
２
０
１
８
年
頃
か
ら 

高
速
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
２) 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①
基
礎
研
究 

②
ド
ラ
イ
バ
ー
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、 

③H
M

I

、
④
セ
カ
ン
ド
タ
ス
ク 

ドライバーのReadiness状態※を把握でき
るドライバーの生理・行動指標の研究 
※ドライバーが車両システムから運転タスクを受け取る準
備状態を指標化したもの 

車載装置で計測可能な指標への置換 

Readiness状態と運転委譲に必
要な時間との関係の整理 

4 

Readiness状態計
測指標の標準化 
 
 
 

基本要件の検討 

評価方法の検討 

標準化の検討 

Ⅳ．人間工学 

許容されるセカンドタスクの範囲の検討 

ドライバーによる車両システム状態の理解
度向上方法の検討 

運転委譲手続きの検討 

自動走行車両と周辺交通の意思疎通方
法の検討・標準化 

ドライバーモ
ニタリングの
基本構想 

 
 
 
 
 
 
 
実証 
試験 
 
 
 
 
 
  

標準化の検討 

① 人間工学の基礎・基盤研究(ドライバーのReadiness状態 の指標化)  ② ドライバーモニタリングの基本要件や評価方法の検討 
③ HMI(基本要件(運転委譲手続き、周辺交通との意思疎通方法、車両システムの理解度向上方法)、評価方法)の検討 
④ セカンドタスクの許容範囲の検討 

評価方法の検討 

早
け
れ
ば
２
０
１
８
年
頃
か
ら 

高
速
道
路
上
で
の
自
動
走
行(
レ
ベ
ル
２) 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①故障時の(事
前)検知方法、
安全確保要
件の検討 

②性能限界や
誤操作・誤使
用時の(事
前)検知方法、
安全確保要
件の検討 

5 

(事前)検知方法、安全確保要
件の検討 

SOTIF(ISO規格)に関する国際標準化への対応 

Ⅴ．機能安全等 
 故障時や性能限界時、誤操作・誤使用時の（事前）検知方法、安全確保要件（機能縮退を含む）の検討 
 ISO26262改訂やSOTIF等の開発プロセスの国際標準化への対応 

シナリオ策定・アーキ
テクチャ構築 

安全確保要件の実装・評価 

ISO 26262改訂（2nd  edition）への対応 
※半導体の故障率の算出方法等の検討 

安全対策の実装・評価 

シナリオ策定・アーキ
テクチャ構築 

(事前)検知方法、
安全確保要件の策
定 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①セキュリティの評
価方法、評価
環境(テストベッ
ト)の整備、国
際標準化 

②セキュリティの 
  開発プロセス 

③セキュリティ情
報共有 

④セキュリティ技
術開発 

6 

対策技術の評価方法の確立 

共通アーキテクチャ構築 

欧米でV2X署名
検証簡略化の標
準化案作成 

脅威分析とセキュリティ要件の策定 

日本版Auto ISACの整備 

Ⅵ．セキュリティ 

国際標準化 

国際標準化への対応 

国際標準化 

① セキュリティの評価方法、評価環境（テストベッド）の整備、国際標準化 
② セキュリティの開発プロセスの国際標準化への対応 
③ セキュリティ関連情報（攻撃情報等）の共有 
④ セキュリティ技術の検討 

評価環境(テストベッド)の整備 

 
 
 
 

新たなテーマ(要
素技術・デバイ
ス・運用管理シ
ステム(第三者
認証の仕組み
作り))の検討 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



7 

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度以降 

①産学が共
有できる
走行映像
データベー
スの整備 

②革新的認
識技術の
開発 

③最低限満
たすべき性
能基準と
その試験
方法の国
際標準化 性能基準に関する試験方法の検討 

自動タグ付け
技術の開発 

データの収集 

MEMSマイクロミラースキャニング方式センサの原理
開発 

Ⅶ．認識技術 

一部公開(データベースの評
価) 

① 産学が共有できる走行映像データベースの整備 
② 革新的な認識技術の開発 
③ 最低限満たすべき性能基準とその試験方法の検討 

 
 
 

認識技術に関
する新たな協調
テーマの検討 

性能基準の検討 
(R79:高速道路) 発効 

※最速のスケジュールを前提として記載 

運営・公開方法の検討 

早
け
れ
ば
２
０
１
８
年
頃
か
ら 

高
速
道
路
上
で
の
自
動
走
行(
レ
ベ
ル
２) 

性能基準の検討 
(新規則:一般道路) 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 



8 

2016年度 2017年度 2018年度 2019 
年度 

2020 
年度 2021年度以降 

①運転行動や事故の
データベースの整備 

②人工知能の活用に向
けた取組の検討(判断
技術の試験方法の検
討、人材育成 等) 

運転行動データに基づくドライバモデ
ルの開発 

運転行動データの収集 

高機能ドライブ
レコーダの開発 

Ⅷ．判断技術 

データベー
スの評価 

① 産学が共有できる、一般ドライバーの運転行動や事故のデータベースの整備 
② 人工知能の活用に向けた取組 (機械学習アルゴリズムの評価方法の開発、人材育成 等)の検討 

 
 
 
 
 

人工知能の活用に向
けた取組の検討 
・機械学習アルゴリズ
ムの評価方法の検討 
・人材育成 等 

 
 
 
 
 
 
 
 

事故情報の収集(取
得方法・場所)・整理
方法の検討 
※取得方法としては、
EDR・ドライバレコーダ
の活用を検討。整理
方法としては、事故情
報のデジタル化を検討 

よ
り
高
度
な
自
動
走
行 

早
け
れ
ば
２
０
２
０
年
頃
か
ら 

一
般
道
路
上
で
の
自
動
走
行(

レ
ベ
ル
2) 
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